
「冬 物 語 」 と 「ア ン テ ィ ゴ ネ」

森 道 子

TheWinte〆STaleは2つ の ク ラ イ マ ッ ク ス を もつtragi-comedyと 考 え られ て い る。

EmrysJonesが,Shakespeareに 関 す る"SmallLatine&LesseGreeke"が 不 当 で あ

る との 説 を 出 した 。

IthassooftenbeendeniedthatShakespeareshowsanyknowledgeof

Greektragedythatthecaseforitwillhavetobearguedafresh.VirgilK.

Whitakerstatessummarilythat`thereisnoevidencethatShakespeareknew

asingleGreekplayevenintranslation',andWhitaker'spositionistheortho-

doxone.Noitemofunimpeachableobjectiveevidencehasapparentlycometo

lightsinceWhitakerwrotehisbook;whatevidenceexistswasprobably

knowntohimastootherauthoritiesonthesubject.IfIdifferfromthemit

isbecausetheevidencecanbeinterpretedinmorethanoneway:connections

canbemadewhichhavenotbeenmade.Ouropinionoftheopportunities

opentoShakespearewilldependonourconceptionofTudorliteraryculture.

AlltheextantGreektragediesweremadeavailableineditionsandin

Latintranslationsduringthesixteenthcentury,sothereisnoquestionbut

thattheywouldhavebeenaccessibletoanyonewithnotmuchmorethana

moderatereadingabilityinLatin.Thislastissomethingwhichnotall

scholarshavebeenwillingtoallowShakespeare;butthefollowingremark

fromF.P.Wilson'sessay,`Shakespeare'sReading' ,givestemperateandindeed
(1)

cautiousexpressiontoaviewwhichisprobablynowwidelyaccepted:....

そ の後,LouisMartzがAeschylus

け る こ とを提 案 して い る。 少 く と も,

る 。

のOresteia風 のtrilogyと 見 て,Leonteiaと 名 付

2部 に分 け る説 を 覆 し,3部 に分 け る こ とを 主 張 す

ThisfirstactioninSicily ,then,maybesaidtoformaGreektragedy,

liketheAgamemnon.ButtheAgamemnonisonlythefirstpartofthattrilogy

inwhichthehereditaryimpositionderivedfromill-doingisredeemedbya

doctrineofforgivenessandbytheestablishmentofacourtofjusticeatthe

wordofAthene,undertheauspicesofApollo.Orestes,inthethirdplayof

thattrilogy,islyingatthefootofthegreatstatueofAtheneinAthens.
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Thenthegoddessherselfenters,alivingpresence,toredeemOrestesfrom

hishereditarycurse,Shouldweaddthisreminiscencetotheotherallusions

toGreektragedyandmyththathavelongbeenfeltinthestatue-sceneof

TheWinter'sTdle‐thereminiscenceoftheAlcestisandthestoryofPygmalion?

IthinkwemightifwecouldbepersuadedtoregardTheWinter'sTaleas

atrilogy,asortofLeonteia‐atrilogyofredemptionontheAeschyleanmodel,

inwhich,asthemiddlepart,Shakespearehasdaringlychosentopresent

alyricfestivalcelebratingthepowersof`greatcreatingnature'.

Iamnotpreparedtopressthisideaveryhard:butitmayturnout

tobeausefulanalogythatwillguideustowardtheplay'sessentialdesign.

Attheveryleast,suchananalogymayhelptocounteractacurrenttendency

toseeTheWinter'sTaleasaplayintwoparts,whereasitseemstome

essentialtoseetheplayasathree-partactionperformedinthreedifferent

(2)

literarymodes:PartI,tragedy;PartII,pastoral;PartIII,miracle .

しか しな が ら,3幕2場 のtrialsceneと5幕3場 のstatuesceneと の ク ラ イ マ ッ ク

ス に 匹 敵 す る ク ライ マ ッ ク ス は,Martzの い う3部 作 の第2部 には 見 られ な い。 しか も こ

の2つ の ク ライ マ ッ クス 間 に は,緊 密 な 因 果 関 係 が あ る。trialsceneを 頂 点 とす る第1部

を 閉 じ る箇 所 を,悲 嘆 の うち のLeontesの"1eadme/Tothesesorrows."(III.ii。242-3)

と す る と,statuesceneを 頂 点 とす る第2部 の終 り,即 ち この 劇 の 最 後 の 言 葉 と見 事 に

相 呼 応 して い る。 過 去 の 罪 と償 い の報 い を 得 て,歓 喜 の うち に,全 員 の退 場 を 促 しつ つ,

Leontesは 言 う。

Leadusfromhence,wherewemayleisurely

Eachonedemand,andanswertohispast

Perform'dinthiswidegapoftime,sincefirst

Weweredissever'd:hastilyleadaway.(V.iii.ユ52-5)

前 には,苦 悩 と悔 恨 と悲痛 の思いで,罪 の償 いを果 たすべ く,愛 す る者達 の亡骸 へ と向

うので あ るが,後 には,そ の結果 得 た,罪 の赦 しと愛す る者 の復 活 と,失 った者 の生還 を

喜 ぶ幸せ と祝福 へ と歩ん でい くので あ る。 この罪の償 い と,そ の赦 し,死 と復 活 は,こ の

劇の主題 で あ り,同 じ言 葉 によ って,始 め に導 かれ たの とは,全 く別の世界 へ,Leontes

と共 に我 々は案 内 され る。

この"leadme"と い う言葉 は,退 場 を示す もので は あ るもの の,劇 の重要 な 区切 りに,

対照 的 に用 い られ ることは余 りない。Shakespeareの 他 の主 人公達 よ りは,ギ リシア悲劇

のCreonやOedipusの 言葉 と姿が,前 半 のLeontesに 重 な って映 る。Sophoclesの

Antigoneの 終 りで,運 命 にお しひ しが れたCreonは"leadmehence,away,away."
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(Antigone,1320)と 叫 ぶ 。Leontesと 同 じ く,Apolloへ の 冒 漬 故 に 愛 す る王 子 と王 妃 を

失 っ た の で あ る。EmrysJonesの 唱 え る如 く,Shakespeareが ラ テ ン語 を修 め,ラ テ ン

訳 を 通 して,ギ リシ ア 悲 劇 に親 しん で い た とす れ ば,当 時 と して は珍 し く英 訳 の あ った

Antigoneを 知 らなか った 筈 は な い 。

戯 曲では,面 白い ことに非常 に数 も少 ない し,ま た質的 にも良 くないので あ る。 アイスキ ュロ

スとア リス トパ ネスは訳 され なか った し,ソ ボ ク レ ス の もの と して も,Antigoneが1581年 に

T.Watsonに よ って訳 されただけであ り,エ ウ リピデ スのもので は,「 プ ェニ キアの女 たち」が

1566年 にF.KinwelmershとG.Gascoigneの2人 によ って訳 出されたが,そ れ もイ タ リア語か
(3)

ら の重訳で あ った。

また,Martzが 第2部Pastoralと す る部分,牧 歌 的 な ア ル カ デ ィ ア で あ る遠 い 国

Bohemiaで の,若 い王子Florizelと 羊飼 い の娘Perditaと の青春絵 巻 は,Timeの 擬人

化 であ るChorusの 登 場や,神 話的人物Autolycusの 歌 と共 に,非 現 実的 な遥 か彼方 の,

時 と所 を超 越 した世界 といえ る。16年 とい うLeontes王 の長 い悔悟 と妃Hermioneの 忍

耐 とを際立 たせ る,対 照的 な世界 で あ る。

ButIsuspectthattherewasanothermoreimportantdramaticreason.

AlthoughtheFlorizel-Perditastoryhasbeenpresentedwithgreattenderness

andinsightintocharacterandsituation,itisnotsoprofoundorpoignantas

itsparent-storyaboutLeontesandHermione.ByresolvingtobringHermione

backtotheworldthedramatistinvolvedhimselfinadoubledenouement,

suchashehadhandledeffectivelyinPericles,...ObviouslyShakespeare

wishedinhisnewflaytomakethemeetingofLeontesandHermioneboth

ethicallyanddramaticallytheclimax.Sohenotonlylengthenedthatincident

soastoallowfreeplaytotheemotionsinvolved,butalso`playeddown'the

conventionallong-lost-childsceneinordertomakemoreofthelostwife's
(4`

resurrection.'

'1`hi
sispreciselywhatShakespearewishestodramatizeinthepastoral

sceneofBohemia.Alltakesplaceasitwereinthesub-consciousmindof

Leontes,farawayinSicilia,ashislostdaughter,Perdita,"growsingrace

equalwithwondering".Inherhisrepentanceattainsmaturity,whenshe

acceptstheloveofPrinceFlorizeland,returningwithhirntoSicilia,is

happilyreunitedwithherfather.Thusthesinsoftheoldergeneration‐as

Shakespearereiteratesthroughallhisfinalplays‐arenatsomuch"visited

(s)

upon",asredeemedbytheyoungergeneration.
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この後半 は,TheWinter'sTaleの 源泉であ るRobertGreeneのPandostoと 大 いに

異 り,道 徳的 にも劇的に も深 い意味 を もつ。Pandosto王 の妃Bellariaは,実 際 に死んで

しまって,後 半の物語 は,前 半 と劇的 に結 びつ くことな く,Pandostoと 彼 に棄 て られた

娘Fawniaの 再会 が,ク ライマ ックス となって いる。 実 の娘 とは知 らず,妻 と嫡子 を失

って久 しいPandostoは,Fawniaに 邪恋の火を燃 や し,そ の恋人Dorastusを 投獄 して,

横取 りしよ うとす る。事実が明 るみに出て,Fawniaの 正体 が分 り,再 会 を喜ぶ の も束 の

間,我 身 を恥 じたPandostoは,丁 度,夫Oedipusが,か つて棄 てた我子 と判 明 した

Iocastaの 如 く,自 らの命 を断 つ。DorastusとFawniaの 若 い世代 が,後 世 を治め る こ

ととなる。

改変 された後半 は,Shakespeareの い わゆるlastplaysと され る作 品に共通 の特徴 を

示 してい る。彼 は4大 悲劇 を含 む,外 面 内面的 に激 しく狂お しい悲劇の世界を経 た後,暴

力 と殺 獄,嫉 妬 と野心 と憎悪 か ら,愛 と赦 し,和 解 と静寂を求め る境地 に入 ってい く。嫉

妬 と憎 しみは消 え,愛 と忍耐が勝 ち,赦 しと救い と和解が成就す る。

Thelastplays,exceptPericles,doindeeddealwithforgivenessand
(s)

reconciliation,whicharecertainlyChristianvirtues,....

TheWinter'sTaleを 読 ん だ後,あ る い は観 た後,人 々 の心 に最 も強 く残 る の は,Perdita

の 若 く美 しい 姿 とす るDeightonの 説

Howeverdeeplythenoblecharacterandundeservedsufferingof

Hermionemaybefelt,thefirstthoughtthatcomesintoanEnglishman's

mindwhenTheWinter'sTaleismentioned,isthethoughtofPerditaamong
(7)

herflowersandherfriends.Thisitisthatgivesitsbeautytotheplay.

が あるに も拘 らず,ま た憎悪 よ り愛,罰 よ り赦 し,分 裂 よ り一致 の方がvirtuousで 美 し

いに も拘 らず,裁 きの場を クライマ ックスとす る前半 の悲劇 の部分 は,強 く心 を揺すぶ り,

Leontes,Hermione,Paulina,Polixenes等,主 要人物 達の 性 格 を 浮 き 彫 りに す る。

Leontesの 言葉で閉 じる3幕2場 の終 りには,完 結 した悲劇 の終 りに似た静 けさが漂 う。

Theintenselydramaticepisodecloseswiththeremorseofthekingfar

thefataldamagehismadnesshascaused.Thestormhasblownitselfout
(a)

andthereisacalmandreconciliationwhichisliketheendingofatragedy,

この部 分 の ク ラ イマ ッ クス で あ るtrialsceneで,ShakespeareはPandostoを 微 妙 に

変化 させ る こ とに よ り,後 半 との関 係,ひ いて は劇 全 体 の 性格,意 味 を根 本 的 に変 え て し
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ま う。 す な わ ち,Pandostoに お い て も,TheWinter'sTaleに お い て も,前 半 の部 分 の 転

回 の軸 とな るApolloの 神 託 の 箇 所 で あ る。 神 託 に即 座 に 従 って,自 ら の 非 を 認 め,

Bellariaに 赦 しを 乞 お う とす るPandostoと 異 り,Leontesは 神 託 を"false"と 斥 け る。

五eon.Thereisnotruthatalli'th'Oracle:

(9)Th

esessionsshallproceed:thisismerefalsehood.

王子Mamilliusの 死 と引続 く王 妃の死の報 は,王 の 冒漬 の報酬で あ る。

こ こに至 って初 めて,自 らの非 を認あて,そ の報償 の大 きさに呆然 とす る。

Leontesは,

Leon.Apollo'sangry,andtheheavensthemselves

o①

Dostrikeatmyinjustice.

Pandostoは 神託 に従 って罪 を 悔 いたに も拘 らず,妻 子を奪 われ,罰 と して受 けとめ る

(1ユ}

の で は な く,"AhunjustApollo"と 絶 句 し,自 ら も2人 の 後 を 追 うべ く,小 剣 に 手 を の ば

す 。 このPandostoとLeontesと の 違 い は,物 語 の発 展 の 根 本 的違 い と な る の で あ るが,

そ の 着 想 はAntigoneか ら得 られ た と考 え られ る。

兄 の死 体 を 弔 っ たAntigoneを 裁 き,死 刑 の判 決 を 言 い 渡 したCreonに 向 って,Apollo

に 仕 え る予言 者Teiresiasは,神 の 意 志 を伝 え,Antigoneの 行 為 が 正義 に 叶 う こ とを 主

張 す る。Creonは 耳 も貸 さ ず,そ の予 言 を"false"と 罵 り,Apolloを 冒 漬 す る。

働

Andyetthousay'stmypropheciesarefrauds,

その結果,嫡 子Haemonは 死 に,そ の報 に母Eurydiceは 自害す る。 よ うや く,自 ら

の非 を覚 り,罪 を認めて うろたえ嘆 くCreonに,Chorusは 神の怒 りを逃れ るすべ のな

い ことを語 る。

Thefaultwasmine,mineonly,Omyson!

Iamtheguiltycause,Ididthedeed,

Thymurderer.Yea,Iguiltyplead.

Opraynot,prayersareidle;fromthedoom
113)

Offatefarmortalsrefugeistherenone.
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そのChorusと 同 じ調 子で,PaulinaもLeontesの 犯 した罪 は悔 いて も赦 され る ことのな

い ものであ り,絶 望以外 に道 はない と責 め る。

Othoutyrant!

Donotrepentthesethings,fortheyareheavier

Thanallthywoescanstir:thereforebetakethee

αの

Tonothingbutdespair.

Pandosto中 の人物 の名前 と異 るTheWinter'sTaleの 名前 には,Antigoneと 関連す る

ものが少 くない。LeontesはCreonと,PolixenesはPolyneicesと,Hermioneは

Haemonと,AntigonusはAntigoneと,名 前 のみな らず,性 格,役 割 に も共通 点が 多い。

LeontesとCreonは 共 にtyrantで あ り,そ の王 の権力 を利用 して,道 理 に叶わぬ,

気狂 い じみた怒 りをぶつ け,不 当な 自 らの理で,正 義 を求 める妻,姪 を裁 いて死 に定 あ る。

しか し,Iagoの よ うな悪 の化 身で はな く,自 らの非 を も認 め る。 裁 きの場 での共通 性 は,

す で に述べ た如 く,冒 漬 の罪 を犯 し,そ の結果過 大 にみえ るほ どの報復 を受 けね ばな らな

い。

PolixenesはEuripidesの 悲劇HecubaのHecubaの 亡 き娘Polyxenaの 男性形 で あ

るが,単 に悲劇的効 果を導 入す るのみで,特 別 の関係 はない と,Martzは 述べ てい る。

TnviewofEmrysJones'sbook,itseemspossiblethatthenamePolixenes

hassomerelationtoPolyxena,theslaindaughterofHecuba.Suchaname,

ofcourse,issignificantonlyforevokingalegendaryortragicatmosphere,
(15)

notforspecificrelationtoindividualcharacters.

PolixenesはHermioneと の不義 を疑 われ,Hermioneは 夫 の友人 を歓 待 したため に不

当 な裁 きを受 け,投 獄 され る。Antigoneは 兄Polyneicesの 遺 棄 され た死体 を弔 ったため,

不 当 な死 の判決 を受 けて投獄 され る。PolixenesもPolyneicesも 女 主人公 の蒙 るinjustice

の原 因 とな るので あ る。

HermioneとHaemonはtyrantた る2人 の王 の肉親 妻で あ り嫡子 で ある。2入 の死

の報 は,王 達 が神 を冒漬 した結果与 え られた天罰 とみ なされ る。 夫,ま た父 に致命 的 な打

撃 を与 え る。 また2人 共,夫Leontes,父Creonを 諌め,対 立す る。

Antigonusと い う人物 はPandostoに は登場 せず,そ の妻Paulinaと 同様,Shakespeare

の創作 で あ る。North訳Plutarchか ら採 られ た名前で あ る ことは事 実 だが,Paulinaが,

や は りPlutarchのPaulinusを 女性 形 に して使用 され てい る ことと,考 え合 わせ る と,

Antigoneの 男性 形 であ る ことを こころえた上 の ことで あろ う。AntigonusとAntigone

とは,劇 の上 での重要 性 こそ比較 にな らないが,王 の不 当な怒 りの犠牲者 で あ ることで は
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共通 してい る。血 肉では ないため,王 に とって2人 の死 は致 命的損傷 とはな らないが,王

の狂気 沙汰の ために命 を,落 さねば な らなか った。

名前 には著 しい関連性 はないが,HermioneとAntigoneと は劇の女主人公 と して類似

点 が多い。 その堂 々た る,正 義 と真 の法を説 く雄弁 な言葉,侮 辱 されて も失 わ ない威厳 と

晶位,正 義 の確 固たる信 念 とそれを貫 く勇気,自 らの身 の安全 で はな く,家 族 の誇 りと名

誉の ために,死 を も辞 さない態度,

TellmewhatblessingsIhavealive,

ThatTshouldfeartodie?Thereforeproceed.

Butyethearthis:mistakemenot:nolife,

Iprizeitnotastraw,...

IknowthatImustdie,

E'enhadstthounotproclaimeditandifdeath

Istherebyhastened,Ishallcountitgain.

Fordeathisgaintohimwhoselife,likemine,

Isfullofmisery.Thusmylotappears

㈹

Notsad,butblissful;

は,何 か と言 えば,す ぐ泣 き崩れ るBellariaと は似て も似 つかぬ別人で あ る。

Andwiththat,suchgaspingsighessostoppingherbreath,thatshe

couldnatuttermowards,butwringingherhands,andgushingfoorth
ロの

streamesofteares,sheepassedawaythetimewithbittercomplaints.

またHermioneは 父へ言 及 し,苦 難 の極み に達 した時,亡 き父 ロシア 王 を 呼び起す 。

Antigoneも 不幸 の絶頂 で,亡 き父Oedipusの 不幸 な運命 を思 いや り,父 との冥土で の再

会 を待 ち望 む。

Her.TheEmperorofRussiawasmyfather

Uthathewerealive,andherebeholding

Hisdaughter'strial!thathedidbutsee

Theflatnessofmymisery,yetwitheyes

ofpity,notrevenge

Myill-starredfather'spiteousdisgrace.
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AndyetgoodhopeisminethatIshallfind

q鋤A

welcomefrommysire,....

2人 の父 はいず れ も偉大 な王で あ った。Bellariaに は父 の影 は見 当 らな い。

死後 の弔い はAntigoneの 主題 で あ るが,TheWinter'sTaleで も,羊 飼 いが2度 言及
　

して い る。Antigonusの 遺 骸 を葬 っ て や る とい う息 子 を"That'sagooddeed"と 称 め る

佗o)
羊 飼 いは,Polixenesに 処刑 を言 い渡 され た時,"wherenopriestshovelsindust."と

宗教 上 の弔 い な しに死 なねば な らない恐 怖を語 る。

この よ うにPandostoと い うル ネサ ンスの ロマ ンスか ら着想 を得 なが ら,そ の2つ の ク

ライマ ックスを変 化 させ るこ とに よって,Shakespeare独 自の劇 に仕上 げて い る。 第1

の ク ライマ ックスで 自害 を計 り,第2の ク ライマ ックスで 自害 して果 て るPandostoの 自

害 の原 因を,変 化 あ るいは除去 す る。す なわち,第1の ク ライマ ックスでPandostoが 自

害 を思 い止 まったの は,国 家 と臣下 の安寧 を求 め る貴 族達 の懇願 によ るのであ り,第2の

クライマ ックスにお け る自殺 の原 因 とは,何 の関係 もない。 それ に対 し,Leontesは 第1

の ク ライマ ッ クスで は自害 など思 い もつかず,た だ絶 望 と悔恨 と償 い に従容 と身 を委 ね る

決意 をす るのみ であ る。 その嘆 き と悲 しみ と弔 い の,livingdeathで あった よ うな生 は第

2の ク ライマ ックスで,報 われ,救 われ る。Greeneと は比較 に な らない くらい,緊 密 に

ドラマ テ ィッ クに,前 半 と後半 が結 び合 わ されてい る。

　コ
後半 に登 場す るLeontesは,も はやPandostoと は別人 で あ る。"Asaint・likesorrow"

と言 わ れ るほどの罪 の償 いを16年 間果 た し,な お,犯 した罪 を忘 れえず,自 らを赦す こと

ので きない,苦 難 に磨 かれ た人 で あ る。Eumenidesの 半狂乱 の,若 きOrestesよ りは,

OedipusatColonusの 老Oedipusの 面影,あ るいはMiltonのSamsonの 面影 を宿 して

い る。

Antigoneで 狂 お しい悲 劇を創造 したSophoclesはOedipusatColonusで は,打 って変 っ

て,静 か な調子 で,罪 の償 い と,神 々 との和解 を描 いてい る。AntigoneがSophoclesの

現存 す る7作 品 中の最初 の劇で あ り,OedipusatColonusが 残後 上演 された,最 後 の作 で

あ る ことを考 え ると,SophoclesとShakespeareの 心境 の変移 と展 開の共通性 を うかが

うこ とがで きる。

しか し,Shakespeareは,罪 と罰,あ るい は罪 と償 いであ る平 和 の死 とい う古代異教 的

因果関 係で はな く,罪 の償 い と赦 し,救 い とい うキ リス ト教的宗 教観 を描 き出 して い る。

死 よ り復 活,暴 力 よ り忍耐,憎 悪 よ り愛 を強調 してい る。 後半 の クライマ ックスのstatue

sceneに,亡 き妻 が夫 に戻 され るEuripidesのAlcestisや,象 牙 の像 が 生身 の乙女 とな

る,MetamorphosesのPygmalionに ヒン トを得 た異教 の要素 を保 持 しつつ も,言 葉 や思 想

は キ リス ト教 の もので ある。
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